
徳島県における取組状況

平成16年台風23号における出水状況
（岩津橋付近）



・小規模な堤防や分流堰により氾濫を許容しながら、水害を軽減

１

■藩政期まで ～藩や農民など、先人のたゆまぬ努力と工夫～

逢庵堤（徳島市名東町）

周辺の土を掻き寄せて盛り上げた小規模で簡単な堤防

掻寄堤

１ 吉野川の歴史

藤森堤（つるぎ町） 三ヶ村堤（石井町）

～～～～現在も残存する掻寄堤～～～～

かき よせ てい

農民主導による築造藩主導による築造



～ 吉野川の流れを決定づけた「新川掘り抜き工事」～

阿波淡路両国絵図（天保３（1646））

別宮川（現在の吉野川）

寛文12（1672）
・吉野川と別宮川をつなぐ、

「新川掘り抜き工事」
・幅約10～15m

べっくがわ

１ 吉野川の歴史

２

阿波淡路両国絵図（正保３年（1646）） 大学共同利用機関法人人間文化研究機構国文学研究資料館「蜂須賀家文書」より
（ここでは徳島県立文書館所蔵の複製品に新旧河川名などを追記したものを転載しています）



３

～ 吉野川の流れを決定づけた「新川掘り抜き工事」～

1670年以前

1672年(寛文12)

・現在の吉野川の
形態なし

・別宮川沿川地域
では洪水氾濫発生

・徳島城の堀への
導水（城の防御）

・上流との
舟運路の確保

しん かわ

べっ く がわ

１ 吉野川の歴史



～ 吉野川の流れを決定づけた「新川掘り抜き工事」～

村民の反対を押し切って実行（1672年 10～15m）

流域住民の
「悲惨な実態」

開削された新川が、集落を飲み込み、
拡大していく川幅

「別宮川筋」の洪水被害が拡大
⇒1752年頃 川幅 約400mに

止まらぬ「別宮川」の成長
⇒1792年 909m ⇒1870年 1,054m

洪水が殆ど「別宮川」へ！

１ 吉野川の歴史

４



八ヶ村堰訴訟(1875)

～ 洪水を川の中に押し込める近代治水の始まり ～
⇒「連続堤防の整備」と「地域利害の対立」

洪水常襲地帯である吉野川の堤防整備は、
・技術的・経済的問題に加え、
・地域間の利害関係が絡み、困難を極める

堤防の位置を巡り、
住民が県を相手取り
訴訟（当時は珍事）

はち か そん ぜき

１ 吉野川の歴史

５



第一期改修工事 ・別宮川本流化
・第十樋門、第十運河の新設
・第十堰上流堤防の拡築
・派川江川の締切り
・善入寺島の遊水地化

吉野川改修工事竣工平面図

明治40年(1907)
～昭和2年(1927)

１ 吉野川の歴史

６



別宮川の本流化

◆延長14ｋｍ、土地、家屋を買収
多くの人々の暮らし、営みが犠牲に

◆大部分が新設堤防
想像を絶する築堤・掘削土量
築堤：約 580万m3
掘削：約1,100万m3

１ 吉野川の歴史

７



善入寺島の遊水地化

苦渋の選択で、
約3,000人(約500戸)全島民移転

改修工事前の様子
(実り豊かな農作物、栄える文化)

大正4年(1915) 約400戸に
島外へ、強制退去命令

ぜん にゅう じ とう

１ 吉野川の歴史

８



■昭和以降の主な洪水

濁流の吉野川岩津付近

昭和２９．９ ジューン台風 桑村川流域の氾濫被害
（吉野川市川島町）

昭和３６．９ 第二室戸台風

平成１６．１０ 台風２３号

（東みよし町）飯尾川流域（石井町）

昭和５１．９ 洪水

堤防整備後、
支川や派川
流域、遊水
地帯における
内水被害へと

移行

１ 吉野川の歴史

９



■数多くの洪水遺産 ～先人の洪水との戦いの歴史～

家屋の敷居を
周囲より高く
石垣で囲み、
洪水による
流出を防止

高石垣

大塚家（美馬市）

１ 吉野川の歴史

洪水によ
る堤防の
侵食や
家屋流
出を防護

水防
竹林

地蔵が洪水で
浸水しないよう、
台座を高く設置

高地蔵

平常時は軒下
に吊り下げて
おき、洪水時
に使用した船

上げ舟
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◆吉野川総合開発計画

◆昭和２３年：国，４県，電気事業者で吉野川に関する
総合的な基礎調査を開始

◆昭和３０年：「吉野川総合開発計画」の調整試案を公表

当時の徳島県は，当初からダムの必要性は認めるが，

香川分水には反対の立場 ４県での調整が難航

◆昭和４１年：県議会での議論を踏まえて，開発計画の根幹
である「早明浦ダム建設基本計画」を了承。
また，４県が「吉野川総合開発計画」に同意

・ 香川分水やむを得ないとし，
「上流遊水地帯の治水対策などの早期整備」，
「不特定用水最優先の取扱い」，「負担金軽減」等を条件に妥結
・早明浦ダムが肩代わりしたことで，銅山川は「完全分水」

苦渋の決断

◆昭和５０年：早明浦ダム，池田ダム完成
◆昭和５１年：銅山川の新宮ダム完成 早明浦ダム

１ 吉野川の歴史

11



12

１ 吉野川の歴史

５項目の要望事項
①早明浦ダムに関連する総合開発的事業の
国による早期実施について

⇒岩津上流地帯の治水対策の確立等
②池田ダムの管理への配慮
➂流水の正常な機能の維持に必要な流量の
優先的取扱

④県負担金等に対する国の財政上の援助措置
⑤ダムに起因する被害に対する国の措置
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○無堤地区での浸水被害
・「勝命箇所」
（下流域で唯一の無堤地区）
・「加茂第二箇所」
（平成16年最大の浸水被害）

岩津池田

平成１６年台風２３号
による浸水被害状況

浸水面積：約10,800ha
家屋浸水：3,316戸

近年の吉野川の状況

残された無堤地区

１ 吉野川の歴史
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水の利用は、治水の歴史を踏まえて成立

１ 吉野川の歴史



「流域」

深刻な洪水、渇水、巨大地震等の自然災害、社会環境の変化に対応した

「県民の安全・安心が確保できる強靱な県土づくり」

洪水による浸水被害等の抑制を最優先とした 「県民が健全な水循環の恩恵を最大限に享受できる社会づくり」

水に関する労苦の歴史や、健全な水循環の重要性等を理解するための 「水教育の推進」

徳島県治水及び利水等流域における水管理条例
平成29年4月1日施行

■
基
本
理
念

施策を５本柱で取りまとめ、総合的・計画的に推進

「羅針盤」として流域全体を包括した
「新次元の水管理」を展開

「とくしま流域水管理計画」を策定中

治水

利水

水循環
環境

災害
対応

水教育

・基本計画 （県下全域）
：年内策定予定

・流域水管理行動計画 （流域単位）
：順次着手

豊かな
自然環境
を継承

安定的に
水の恵み
を享受

度重なる
洪水被害
との決別

災害を
迎え撃つ
万全の備え

積み重なる
水の歴史
を共有

永久に続く、夢と希望が膨らむ
「ＯＵＲ（あわ）の水」社会

徳島
ならでは

と わ

「治水の上に利水が成り立つ」

２-１ 流域における水管理条例
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・国、県及び市町村と連携し、節水や渇水対策
の推進活動に取り組んでいただける団体を
「利水サポート団体」として認定できる。

＜活動の種類＞
○行政が取り組む節水及び渇水対策への協力
○節水及び渇水対策に必要な器具、資材又は設備の保管
及び提供

○節水、渇水対策及び再生水等
の利用に関する情報又は資料
の収集及び提供、調査研究並
びに知識の普及啓発

【第４２条】 （利水サポート団体）

２-２ 流域における水管理条例の展開
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・貯水率に応じ「注意喚起レベル」を４段階で設定
・各レベルで、県、水利使用者及び県民がとるべき
対策、行動等を体系化

【第４４条】 （事前渇水行動計画）

２-２ 流域における水管理条例の展開

拡大

17



２-２ 流域における水管理条例の展開

・水源地域（上流）と受益地域
（下流）の健全な交流を図る
ことを目的に、吉野川や
那賀川で上下流交流会を開催

間伐体験

・次代の社会を担う子供が、水に親しみ、治水及び利水の
歴史、水文化、健全な水循環等について、
理解と関心を深め、水に関わる労苦の歴史
及び文化を未来に引き継げるよう、
学校における水教育の推進に努める。

【第６０条】

【第６３条】

（学校における水教育）

（流域における交流の促進）

ダム見学
18

出前講座



不特定用水の削減を
徳島県に協力要請

３-１ 渇水時の対応

頻発する渇水

３度の
「ダムパンク」

（Ｈ６,１７,２０）ダム管理開始以降
４３年間で２７回の
取水制限

19

３年に２回

平成20年渇水時の
早明浦ダムのダム湖

渇水進行

「分水の歴史を踏まえ，
ただちに応じられる環境ではない」

H17.6
吉野川水系水利用
連絡協議会会長
（四国地方整備局長）が
徳島県知事を訪問

吉野川の水に対する「県民の思い」の現れ



○節水啓発（懸垂幕、道路情報板、店内放送等）
【農水】

○ポンプアップによる送水
○２日及び３日に１日の隔日通水（番水）

【上水・工水】

○他用途からの水融通（H20:農水→上水、工水）

３-１ 渇水時の対応

【上水】
○発電専用容量からの緊急放流（H6,17,20）

【農水・工水】
○穴内川ダムからの緊急放流（H6,17,20）
大橋ダムからの緊急放流（H17,20）

○自然流量からの取水（H17,20）

○旧吉野川河口堰等での弾力的な操作

早い段階からの自主節水（貯水率７０％程度～）

○給水車（２t車×６台）

○給水袋（５～２０㍑×約７万袋）

取水制限前

取水制限開始後

利水容量枯渇後 危機時に備えた事前対策（県全体）

水位低下で自然流下困難
ポンプアップで支線へ通水

幹線

支線

20



耐震化・

老朽化対策
鈍化

人口減少

水道事業の広域連携へ

○Ｈ３０年度「県水道ビジョン」策定
○「発展的広域化」による運営基盤の強化

３-２ 地震対策（水道用水）

災害支援協定

耐震対策工事

耐震性貯水槽

○全市町村において、
「耐震化計画」策定済み、
耐震対策工事実施中

管路の耐震化

徳島市(新町川公園) 鳴門市(平草配水池)

○（公社）日本水道協会中国四国地方支部
相互応援対策要綱

○（公社）日本水道協会徳島県支部水道災害
相互応援要綱（１９会員）
・罹災会員からの要請により応援隊派遣
・応急給水、応急復旧に全面協力

徳島市水道局提供

配水池の耐震化

徳島市水道局提供

整備済

26.1%未整備

73.9%

40年以上

16.5%40年未満

83.5%

○基幹管路耐震適合率
（平成28年度実績）

○管路経年化率
（平成28年度実績）

膨大な量の非耐震管 老朽化進行

料金収入減

※鳴門市と北島町が浄水場共同化に関する覚書を締結（H29.5）

料金収入減
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３-２ 地震対策（工業用水）

○基幹管路耐震適合率（平成28年度実績）

○管路経年化率（平成29年度実績）

22

農業用水の施設を活用し取水（3日目～7日目）

・国営総合農地防災事業の施設を活用して取水



３-２ 地震対策（工業用水）
耐震性のない水管橋の

横過トンネル化
給水ルートの２重化

災害支援協定

耐震対策工事 備蓄資材の確保

○四国４県における工業用水道被災時の
相互応援に関する協定（H22.2.24）

○鳥取県と徳島県との工業用水道被災時の
相互応援に関する協定（H24.11.1）

○徳島県建設業協会との大規模災害等発生時における
工業用水道施設の応急復旧工事に関する協定
（H24.12.5）

○徳島県設備業協会との大規模災害等発生時における
工業用水道管路の応急復旧工事に関する協定
（H30.8.21）

管路復旧資材

管路の
耐震化

長岸水管橋 河底トンネル布設

H26年度供用
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４ 長寿命化対策

○吉野川北岸工業用水道では、
延長の約８割にあたる
約２１ｋｍの管路が
布設後４０年超

○「長寿命化計画」策定済み
（Ｈ２４）

○優先度を決定し、順次、耐蝕、
被覆

○基幹的農業水利施設
（末端支配面積100ha以上）について、
９６施設で「機能保全計画」策定済み
（Ｈ２９年度末時点）

ライニング工事

対策前 対策後

農業用水

工業用水 水道用水

○１６事業体で、
「アセットマネジメント」策定
（実施中含む）

○計画的に老朽管路の更新等を実施

徳島市水道局提供
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